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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池電圧及び電池温度を測定することによる再充電可能なリチウム電池の動作信頼性を
監視する回路装置において、
　該回路装置は第１の閾値スイッチ（Ｄ）、第２の閾値スイッチ（Ｃ）及び論理回路（Ｅ
）を有し、
　該第１の閾値スイッチ（Ｄ）は、電池の所定の上側限界電圧（ＵＧ）を超過した場合に
応答し、
　該第２の閾値スイッチ（Ｃ）は、周囲温度の所定の限界（ＴＧ）を超過した場合に応答
し、
　該論理回路（Ｅ）は、前記の第１及び第２の閾値スイッチが同時に応答した場合に電池
を負荷に接続（Ｇ）し、
　２つの前記閾値スイッチ（Ｃ、Ｄ）は、下側電池電圧または下側周囲温度に達すると該
閾値スイッチが遮断されるように構成されていることを特徴とする、回路装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電池電圧及び電池温度を測定することにより再充電可能なリチウム電池の動作
信頼性を監視する方法及びこの方法を実施する回路装置に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
再充電可能なリチウム／イオン電池は特殊な充電技術を必要とし、例えば所定の遮断電圧
を正確に維持しなければならず、充電器が故障した場合には保護回路はさらに充電するこ
とを中止及び抑止しなければならない。またそのような電池を放電するときにも、回復不
能な電池の損傷を回避するために、電圧の所定の下限を下回ることは許されない。したが
ってリチウムイオン電池には特殊な電子保護回路が設けられており、この保護回路は充電
器または装置が誤って作動した場合には、所定の充電終止電圧及び放電終止電圧において
遮断し、特別な安全装置を用いて電池を許容できない電圧レベル及び電流から保護し、ま
た回復不能な電解液の分解及び電池の損傷を導く可能性のある危険な状態を阻止する。こ
のような監視機能を有する充電器は例えばWO96/15563に記載されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、再充電可能なリチウム電池の動作信頼性が改善される方法を提供するこ
とである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
この課題は、所定の電池限界電圧及び所定の周囲限界温度を同時に超過した場合に、所定
の下側電圧レベルまたは所定の下側周囲温度に達するまで電池を放電する、ことによって
解決される。
【０００５】
【発明の実施の形態】
本発明の方法よって、リチウム電池は高温時での電気化学的な分解及び臨界の充電状態か
ら保護される。この保護によって、まだ十分な容量を使用できるが、電池はもはや臨界の
充電状態または臨界の温度ではない限り、この電池を放電させる。
【０００６】
以下、図面に基づき本発明を詳細に説明する。
【０００７】
図１は、本発明の方法を実施するのに適した回路装置の原理図を示す。図２は、Ｃ／２の
電流で行われる充電／放電サイクルにおける充電ＣＬ及び放電ＣＥＬでの電池電圧に依存
する電池容量経過である。
【０００８】
バッテリ電圧ＵＢから回路素子Ａにおいて補助電圧ＵＨが形成され、この補助電圧ＵＨは
回路全体における閾値スイッチ及び論理ゲートの適切な動作を保証するために必要とされ
る。この安定した補助電圧ＵＨは有利には、最小バッテリ電圧よりも相当に小さい。バッ
テリ電圧は、ここで使用されるリチウム電池では２．７Ｖから４．２Ｖの間であり、よっ
て安定した補助電圧は例えば約２．５Ｖとすることができる。
【０００９】
温度センサＢは周囲温度に比例する電圧信号を形成し、この電圧信号は閾値スイッチＣに
供給される。所定の上側限界温度ＴＧを超過した場合、閾値スイッチＣは接続状態に切り
替わる。この閾値スイッチＣはヒステリシスを持たせて構成されている。この閾値スイッ
チＣは、限界温度ＴＧよりも相当に低い新たな温度を下回ったときに初めて遮断状態に切
り替えられる。別の閾値スイッチＤは、バッテリ電圧が所定の上側限界値ＵＧに達した場
合に接続状態に切り替わる。この閾値スイッチＤもヒステリシスを持たせて構成されてお
り、以前に達した限界電圧ＵＧとその後に生じた電圧との間の差が明確になったときに初
めて、この閾値スイッチＤは遮断状態に切り替えられる。２つの閾値スイッチＣ及びＤの
出力信号は論理ゲートに供給され、この論理ゲートを介して負荷抵抗Ｇは、温度と電圧の
両方が所定の限界値に達したときにスイッチＦを用いてバッテリに接続される。この放電
過程は、電池電圧が閾値スイッチＤの限界電圧ＵＧより格段に降下しているか、または周
囲温度が閾値スイッチＣの下側スイッチ閾値に降下している場合には中断される。上側限
界電圧として有利には約４Ｖの電圧が選定される。これは９０％の電池の充電状態に相当
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し、また上側限界温度ＴＧは８０℃に設定される。２つの限界値を超過した場合に行われ
る電池の放電は、電圧が約３．８２Ｖ、すなわち７０％の充電状態になるまで行われる。
しかしながら、放電によって単に約３．９Ｖまで電圧が降下し、かつ温度の下側限界値と
して７０℃または６０℃が選定されても良い。
【００１０】
電圧及び温度の限界値は各システム固有に決定及び設定されるべきである。下側電圧値を
設定するために、放電が終わったときに電圧が再び上側限界値を超えて復帰し、そして回
路が振動してしまわないように、下側限界電圧が選定されることが重要である。
【００１１】
ヒステリシスを持たせて閾値スイッチを構成することによって、振動する傾向は十分に抑
えられる。記述の原理回路の機能を、再充電可能なリチウム電池の動作を監視する公知の
ＩＣ回路に取り入れることができる。
【００１２】
本発明による手段によって、再充電可能なリチウム電池、例えばリチウムポリマー電池も
、電池電圧及び周囲温度が高いために電気化学的な副次反応が生じる可能性のある充電状
態に起因する、高温時での機械的損傷及び電気化学的損傷から保護することができる。こ
の電気化学的な副次反応とは内部抵抗や容量損失が高まることである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による方法を実施するのに適した回路装置の原理図である。
【図２】電池電圧の電池容量経過である。
【符号の説明】
Ａ　回路素子、　Ｂ　温度センサ、　Ｃ　第２の閾値スイッチ、　Ｄ　第１の閾値スイッ
チ、　Ｅ　論理回路、　Ｆ　スイッチ、　Ｇ　負荷抵抗

【図１】

【図２】
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